
（単位：千円）

[資産の部] [負債の部]

１　公共資産 １　固定負債

(1) 有形固定資産 (1) 地方債 34,503,214

①生活インフラ・国土保全 68,545,761 (2) 長期未払金

②教育 45,515,873 ①物件の購入等 1,115,941

③福祉 3,490,926 ②債務保証又は損失補償 0

④環境衛生 10,375,865 ③その他 0

⑤産業振興 8,669,742 長期未払金計 1,115,941

⑥消防 737,247 (3) 退職手当引当金 5,412,178

⑦総務 9,685,308 固定負債合計 41,031,333

有形固定資産合計 147,020,722

(2) その他 3,190,339 ２　流動負債

公共資産合計 150,211,061 (1) 翌年度償還予定地方債 3,936,011

(2) 短期借入金（翌年度繰上充用金） 0

２　投資等 (3) 未払金 131,287

(1) 投資及び出資金 1,116,736 (4) 翌年度支払予定退職手当 150,998

(2) 貸付金 1,406,169 (5) 賞与引当金 300,331

(3) 基金等 流動負債合計 4,518,627

①退職手当目的基金 0

②その他特定目的基金 1,509,478 負　　債　　合　　計 45,549,960

③土地開発基金 613,100

④その他定額運用基金 6,000

⑤退職手当組合積立金 0

基金等計 2,128,578 [純資産の部]

(4) 長期延滞債権等 609,196 １　公共資産等整備国県補助金等 27,505,670

投資等合計 5,260,679

２　公共資産等整備一般財源等 96,437,654

３　流動資産

(1) 現金預金 ３　その他一般財源等 △ 11,009,540

①財政調整基金 2,624,021

②減債基金 1,443,840 ４　資産評価差額 1,693,784

③歳計現金 489,592

現金預金計 4,557,453 純　 資　 産　 合　 計 114,627,568

(2) 未収金 148,335

流動資産合計 4,705,788

資　　産　　合　　計 160,177,528 負 債 ・ 純 資 産 合 計 160,177,528

貸　　　　　　　方借　　　　　　　方

普通会計バランスシート
（平成１９年３月３１日現在）

【公共資産】
　「有形固定資産」とは、道路、公
園、学校、庁舎など行政サービス
を提供するための有形の資産
で、将来の世代に引継ぐ社会資
本になります。
　公共施設等の取得に要した経
費で、地方財政状況調査（決算
統計）における事業費を、行政目
的別に区分して計上しています。

【投資等】
　「投資等」には、公営企業や外
郭団体等への出資金や貸付金、
特定の目的のために積み立てて
いる基金残高を計上しています。
　また、「長期延滞債権」は、回収
期限が到来してから１年以上回
収できていない債権です。

【流動資産】
　「流動資産」には、現金の他、年
度間での財源調整を目的とする
財政調整基金や、市債の償還を
に充てるための減債基金を計上
しています。
　また、「未収金」は、回収期限が
到来してから１年以内の債権で
す。

【負債】
　「負債」とは、支払義務により、
将来支払わなければならないも
ので、地方債残高や退職手当引
当金などを計上しています。
　また、「負債」は、「資産」の財源
として見た場合、将来の世代が負
担する部分になります。

　「固定負債」は１年以降に、「流
動負債」は１年以内に支払わなけ
ればならないものです。
　「退職手当引当金」は、全職員
が年度末に退職した場合の退職
手当見込額を計上しています。

【純資産】
　「純資産」とは、「資産」と「負債」
の差額となり、国・京都府からの
補助金や、市税などの一般財源
を項目に計上しています。
　また、「純資産」は、「資産」の財
源として見た場合、これまでの世
代が負担した部分になります。

【普通会計とは？】
　　一般会計と特別会計の一部を合
わせて、他の自治体と比較しやす
いように考えられたものが普通会計
です。本市では一般会計の他、自
動車学校事業特別会計、休日診療
事業特別会計、地域下水道事業特
別会計の一部等を含んでいます。

何にいくら使ったか。 どこからいくら集めたか


